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上
下
水
道
の
機
能
確
保
を
推
進

上
下
水
道
の
機
能
確
保
を
推
進

国
交
省

東
京
都
災
害
に
強
い
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
へ

全
管
連
札
幌
で
盛
大
に
全
国
大
会

命
の
水
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る

国
土
交
通
省
と
東
京
都
は

９
月
２４
日
、
東
京
・
新
宿
区

の
都
庁
第
一
本
庁
舎
で
「
災

害
に
強
い
首
都
〝
東
京
〞
形

成
ビ
ジ
ョ
ン
新
た
な
取
組
方

策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
（
Ｗ
Ｇ
）
」
（
委
員
長
・

笠
井
雅
広
国
交
省
水
管
理
・

国
土
保
全
局
治
水
課
長
）
の

初
会
合
を
合
同
で
開
催
し

た
。
令
和
２
年
に
策
定
し
た

「
災
害
に
強
い
首
都
〝
東

京
〞
形
成
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
改

定
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏

ま
え
て
上
下
水
道
の
機
能
確

保
な
ど
を
推
進
す
る
。

国
と
東
京
都
は
首
都
・
東

京
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
連
絡
会

議
を
設
置
。
新
た
に
Ｗ
Ｇ
を

設
け
て
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

に
着
手
す
る
。

当
日
は
笠
井
委
員
長
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
連
絡

会
議
で
は
災
害
に
強
い
首
都

・
東
京
形
成
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
そ
の
後
、
情
勢
が
変

化
し
、
自
然
災
害
も
甚
大
化

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
新
た

な
施
策
に
つ
い
て
検
討
を
開

始
す
る
こ
と
と
し
た
。
ビ

ジ
ョ
ン
は
今
年
度
中
に
改

定
し
、
必
要
な
対
策
を
追

加
す
る
」
と
述
べ
、
一
層

の
協
力
を
要
請
し
た
。

議
事
で
は
風
水
害
の
激

甚
化
・
多
発
化
や
首
都
直

下
地
震
へ
の
備
え
な
ど
当

面
の
課
題
を
整
理
す
る
と

と
も
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
改
定

の
ポ
イ
ン
ト
を
提
示
し

た
。
水
害
対
策
で
は
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
活
用
し

て
高
台
ま
ち
づ
く
り
や
復
旧

・
復
興
の
迅
速
化
、
避
難
体

制
の
整
備
な
ど
に
努
め
て
い

く
。
地
震
対
策
で
は
上
下
水

道
の
機
能
確
保
を
新
規
項
目

と
し
て
追
加
。
都
が
主
体
と

な
っ
て
管
路
の
耐
震
化
や
導

水
施
設
・
送
水
管
の
多
重
化

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
応
急

給
水
体
制
の
強
化
な
ど
を
め

ざ
す
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
９
月
２４
日
、
北
海
道
札
幌
市
の
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

で
令
和
７
年
度
全
国
大
会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。
会
員
、
賛
助
会
員
、
来
賓
な
ど
約
８
０
０
名
が
一
堂
に
集
い
、

災
害
時
に
命
の
水
を
届
け
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
満
場
一
致
で
決
議
し
た
。
席
上
、
藤

川
会
長
は
管
工
事
業
界
が
い
か
な
る
時
代
で
も
快
適
で
安
全
な
生
活
環
境
の
実
現
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
強
調
。
国
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
誇
り
あ
る
業
界
へ
一
段
と
結
束
を
強
め
た
。

当
日
は
和
田
均
総
務
担
当

副
会
長
の
開
会
の
辞
、
佐
藤

安
幸
北
海
道
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会
会
長
の
開
催
地

代
表
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
藤

川
会
長
が
壇
上
に
立
ち
「
本

年
は
通
常
総
会
と
全
国
大
会

の
初
の
分
離
開
催
と
な
っ

た
。
長
年
に
わ
た
り
唱
え
て

き
た
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

る
。
管
工
事
業
者
は
人
々
の

暮
ら
し
に
直
結
す
る
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
っ
て
い

る
。
い
か
な
る
時
代
に
お
い

て
も
快
適
で
安
全
な
生
活
環

境
の
実
現
に
不
可
欠
な
存
在

で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
誇
り

を
持
ち
た
い
。
全
管
連
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
。
関
係

省
庁
や
自
治
体
と
の
連
携
を

深
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
整
備

に
努
め
て
い
く
」
と
力
強
く

決
意
を
表
明
し
た
。

続
い
て
功
労
者
表
彰
を
行

い
、
来
賓
を
代
表
し
て
川
崎

ひ
で
と
衆
院
議
員
・
自
民
党

水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟
事

務
局
長
、
石
井
宏
幸
国
土
交

通
省
上
下
水
道
審
議
官
、
大

野
雄
一
北
海
道
建
設
部
建
築

企
画
監
、
秋
元
克
広
札
幌
市

長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま

た
広
瀬
祐
一
郎
国
交
省
建
設

振
興
課
企
画
専
門
官
、
青
木

秀
幸
日
本
水
道
協
会
理
事

長
、
石
飛
博
之
給
水
工
事
技

術
振
興
財
団
専
務
理
事
、
藤

村
陽
一
日
本
水
道
工
業
団
体

連
合
会
事
務
局
長
、
橋
本
政

昭
全
国
管
工
機
材
商
業
連
合

会
名
誉
会
長
、
水
野
扶
佐
史

全
国
設
備
工
業
教
育
研
究
会

会
長
ら
が
紹
介
さ
れ
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
議
で

は
五
十
嵐
隆
広
報
担
当
副
会

長
が
①
災
害
時
に
届
け
よ
う

「
命
の
水
」
、
守
ろ
う
「
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
」
②
老
朽
化
し

た
水
道
施
設
・
管
路
の
更
新

加
速
化
を
働
き
か
け
よ
う
③

地
域
・
人
・
未
来
を
見
据

え
、
誇
り
あ
る
業
界
づ
く
り

を
推
進
し
よ
う
―
―
の
三
つ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
声
高
く
読

み
上
げ
、
満
場
の
拍
手
で
採

択
。
さ
ら
に
本
山
泰
督
青
年

部
協
議
会
会
長
に
よ
る
活
発

な
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

全
国
大
会
終
了
後
「
北
の

夢
を
守
る
、
水
と
氷
と
管
工

事
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
元
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
選
手
で
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
清

水
宏
保
氏
、
元
水
泳
選
手
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス

ト
の
田
中
雅
美
氏
、
甲
子
園

出
場
に
際
し
ハ
ン
カ
チ
王
子

と
呼
ば
れ
た
元
プ
ロ
野
球
選

手
の
斎
藤
佑
樹
氏
が
登
場
。

メ
デ
ィ
ア
で
も
広
く
活
躍
し

て
い
る
三
氏
が
絶
妙
な
話
術

で
管
工
事
業
界
に
熱
い
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

懇
親
会
で
は
中
村
裕
之
衆

院
議
員
、
船
橋
利
実
参
院
議

員
、
佐
藤
英
道
衆
院
議
員
ら

が
駆
け
つ
け
て
激
励
し
、
次

期
開
催
地
を
代
表
し
て
石
田

隆
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
多
数

の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

誇りある業界へ結束誇りある業界へ結束
藤川会長

佐藤北海道連会長

札幌パークホテルに約８００名参集

川崎議連事務局長

秋元札幌市長

ワーキンググループが初会合

笠井委員長
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